
平
田
篤
胤
『
古
今
妖
魅
考
』
の
出
版
事
情

吉
田

麻
子

は
じ
め
に

　
平
田
篤
胤
の
思
想
は
、
幕
末
の
い
わ
ゆ
る
尊
皇
擁
夷
運
動
に
多
大

な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
篤
胤
の
一
門
で
あ
る
気
吹

舎
か
ら
出
版
さ
れ
た
百
を
越
え
る
著
述
類
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
そ

の
伝
達
・
拡
大
の
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
現
在
で

も
よ
く
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
気
吹
舎
の
板
本
で
あ
る
が
、
実
は

こ
れ
ら
の
多
く
は
篤
胤
没
後
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
出
版
さ
れ

た
も
の
な
の
で
あ
る
一
。

篤
胤
は
天
保
十
二
年
幕
府
よ
り
著
述
差
し
止
め
及
び
国
元
秋
田
へ
の
帰
還

を
命
じ
ら
れ
、
天
保
十
四
年
九
月
、
失
意
の
う
ち
に
逝
去
す
る
。
そ
の
後
江

戸
に
残
っ
た
嗣
子
鎮
胤
が
気
吹
舎
塾
を
運
営
し
、
全
国
的
に
拡
大
す
る
門
人
の

統
括
と
、
遺
さ
れ
た
膨
大
な
篤
胤
の
草
稿
を
次
々
と
出
版
す
る
こ
と
と
な
る
。

刻
々
と
変
化
す
る
歴
史
の
動
乱
期
に
お
い
て
、
篤
胤
の
著
作
物
は
、
流
布
さ
せ

る
こ
と
と
秘
め
る
こ
と
の
間
を
漂
い
な
が
ら
、
そ
の
背
後
に
門
人
達
の
立
墨
志
と

情
熱
を
窺
わ
せ
な
が
ら
刊
行
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
そ
の
経
緯
を
知

る
こ
と
は
社
会
史
的
観
点
か
ら
の
読
書
を
考
え
る
た
め
に
非
常
に
有
意
義
な
手

が
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
本
稿
で
と
ゆ
あ
げ
る
『
古
今
妖
魅
考
』
は
、

篤
胤
没
後
の
最
初
の
刊
行
物
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
　
『
古
今
妖
魅
考
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
の
時
期
（
篤
胤
逝
去
直
後
）
は
、
気

吹
舎
に
と
っ
て
著
述
を
刊
行
す
る
の
に
困
難
な
理
由
が
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は

政
治
的
理
由
も
う
一
つ
は
経
済
的
な
理
由
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ま
ず
［
妖
麗

考
』
が
出
版
さ
れ
た
時
期
の
気
吹
舎
に
つ
い
て
確
認
の
た
め
以
下
に
略
年
譜
を

ひ
く
。

↑
1
2

　



天
保
＝
一
年

天
保
一
四
年

弘
化
二
年

嘉
永
元
年

嘉
永
二
年
　
正
月

　
正
月
一
日
、
幕
府
に
よ
り
、
著
述
差
し
止
め
、
国
元

　
　
　
　
　
　
へ
の
帰
還
を
命
じ
ら
れ
秋
田
へ
出
立
。

　
閏
九
月
一
一
日
、
篤
胤
逝
去
。

　
七
月
、
　
　
　
『
古
今
妖
魅
考
』
刊

　
五
月
、
　
　
　
『
古
道
大
意
』
・
『
万
声
大
統
譜
』
刊

　
七
月
↓
七
日
　
高
玉
民
部
へ
古
道
大
意
十
部
差
出
ス
。

　
　
一
〇
月
一
七
日
　
奥
州
高
玉
・
加
州
石
黒
・
下
総
宮

　
　
　
　
　
　
　
負
・
御
国
小
野
岡
等
へ
古
道
大
意

　
　
　
　
　
　
　
其
外
出
ス
。

　
　
一
一
月
五
日
　
加
州
岩
田
左
馬
次
郎
よ
り
古
道
大

　
　
　
　
　
　
　
　
意
代
、
使
を
以
参
候
。
越
後
新
津
、

　
　
　
　
　
　
　
　
同
新
発
田
、
奥
州
菊
田
、
三
州
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
田
野
、
大
坂
佐
々
木
太
郎
方
へ
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
板
物
出
ス
。
大
統
譜
也
。

　
　
↓
↓
月
二
七
日
　
須
原
屋
よ
り
玉
た
す
き
拾
部
計
り

　
　
　
　
　
　
　
　
注
文
玉
来
。

　
　
　
須
原
屋
よ
り
注
文
之
分
、
玉
た
す
き
昨
日
薄
型
、

　
　
　
　
　
　
　
代
金
三
両
ト
弐
百
文
受
取

　
四
月
、
　
　
　
『
立
言
文
』
　
・
『
五
徳
説
』
刊

閏
四
月
九
日
　
須
原
屋
よ
り
真
柱
三
十
部
・
神
拝
式
注

六
月
一
六
日

九
月
、

文
申
来
。

浅
草
並
木
本
屋
雁
金
屋
よ
り
古
道
大
意

注
文
か
来
。

　
『
木
匠
祖
神
量
刊

　
『
玉
響
』
第
六
旧
刊

嘉
永
四
年

二
月
二
八
日
、
徳
川
家
斉
七
回
忌
に
よ
り
篤
胤
赦
免
と

　
　
　
　
　
　
　
な
る
。

こ
の
と
し
、
『
自
県
歴
代
尺
図
』
刊

四
月
、
『
再
訂
神
拝
式
』
刊

一
一
月
、
『
再
刻
御
略
伝
』
刊

　
ま
ず
出
版
に
つ
い
て
の
政
治
的
困
難
で
あ
る
が
、
年
譜
か
ら
も
あ

き
ら
か
な
よ
う
に
、
弘
化
二
年
七
月
『
古
今
妖
魅
考
』
が
刊
行
さ
れ

た
時
点
で
は
、
ま
だ
篤
胤
が
幕
府
よ
り
命
じ
ら
れ
た
「
著
述
差
し
止

め
」
の
刑
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
実
際
に
篤
胤
が
赦
免
さ
れ
る
の
は

嘉
永
二
年
一
二
月
二
八
日
中
あ
る
。
「
著
述
差
し
止
め
」
の
具
体
的

な
内
容
は
「
以
後
ハ
中
止
可
申
、
是
マ
デ
出
来
之
分
ハ
、
其
儘
ニ
テ

不
苦
」
一
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
厳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た

が
、
こ
の
時
点
で
新
し
い
著
述
を
刊
行
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
禁
止

さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
『
妖
魅
考
』
を
は
じ
め
篤
胤
が
轡
を
う
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け
て
か
ら
赦
免
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
著
書
は
、
年
譜
中

の
嘉
永
元
年
七
月
・
一
〇
月
・
一
一
月
置
記
事
を
み
る
と
、
広
く
売

り
弘
め
る
こ
と
は
控
え
、
門
人
間
で
や
り
と
り
し
て
い
る
様
子
が
み

え
る
。
し
か
し
一
方
で
、
嘉
永
二
年
正
月
や
六
月
の
記
事
で
は
わ
ず

か
な
が
ら
本
屋
か
ら
の
注
文
に
も
応
じ
て
お
り
、
外
部
に
流
出
し
て

い
た
こ
と
も
分
か
る
。
つ
ま
り
幕
府
に
、
新
し
い
著
述
を
刊
行
し
た

こ
と
を
轡
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
気
吹
舎
は

『
妖
魅
考
』
出
版
に
あ
た
り
こ
の
よ
う
な
政
治
的
な
圧
力
を
ど
の
よ

う
な
方
法
で
か
わ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
第
一
の
問
題
点
で

あ
る
。

　
更
に
、
出
版
す
る
際
そ
の
資
金
を
ど
う
工
面
し
た
の
か
と
い
う

問
題
が
第
二
点
目
で
あ
る
。
篤
胤
生
前
は
常
に
出
版
資
金
集
め
に
苦

心
し
て
お
り
、
ま
た
著
述
刊
行
は
門
人
等
か
ら
の
助
成
や
借
金
に
よ

っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
（
。
こ
の
時
点
（
弘
化
二
年
）
で
の
資
金

的
サ
ポ
ー
ト
は
、
逆
境
に
あ
っ
た
篤
胤
の
思
想
を
強
力
に
支
持
し
て

い
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
急
速
に
拡
大
す
る
気
園
舎
を

考
え
る
際
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
含
め
た
『
古
今
妖
魅
考
』
出
版
事
情
を
語
る
史

料
と
し
て
、
国
学
者
鈴
木
重
胤
が
越
後
新
津
の
旧
家
で
あ
っ
た
桂
家

（
詩
情
正
・
誉
重
）
に
宛
て
た
書
簡
が
あ
る
（
※
田
村
順
三
郎
編

『
桂
家
に
宛
て
た
る
鈴
木
再
論
書
信
』
・
昭
和
四
九
年
）
。
以
下
、

こ
の
史
料
を
中
心
と
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
一
。

1
桂
氏
の
出
資
と
和
牛
の
思
わ
く

　
鈴
木
重
胤
は
早
く
よ
り
国
学
・
和
歌
に
親
し
み
、
天
保
三
年
五
月

に
気
吹
曝
に
入
門
し
た
国
学
者
で
あ
る
。
だ
が
直
接
緊
急
に
会
っ
た

こ
と
は
な
く
、
同
十
四
年
に
篤
胤
を
慕
っ
て
秋
田
へ
下
っ
た
が
、
到

着
し
た
の
は
篤
胤
が
没
し
た
後
で
あ
っ
た
。
重
賞
の
落
胆
は
相
当
な

も
の
だ
っ
た
と
想
像
で
き
る
が
、
秋
田
滞
在
中
に
は
日
々
平
田
家
に

通
い
、
篤
胤
の
稿
本
類
を
閲
覧
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

重
胤
の
学
問
は
塁
壁
の
影
響
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
安

政
五
年
中
は
鎮
胤
に
よ
り
関
係
を
絶
た
れ
、
文
久
三
年
に
は
平
田
門

人
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
る
と
い
う
生
涯
を
た
ど
る
こ
と
と
な
る
が
、

『
古
今
妖
魅
考
』
が
出
版
さ
れ
た
弘
化
二
年
前
後
は
、
重
胤
が
秋
田

に
て
篤
胤
の
著
作
を
直
に
写
し
取
り
、
そ
の
学
問
を
う
け
つ
い
で
い

こ
う
と
い
う
気
概
に
あ
ふ
れ
て
い
た
時
期
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き
よ
う
〔
。

　
そ
の
重
胤
を
経
済
的
・
学
問
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
の
が
、
越
後
中

蒲
原
郡
新
津
の
田
家
（
桂
誉
正
・
誉
重
父
子
）
で
あ
る
。
霊
芝
は
、
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寛
．
文
二
年
に
能
登
か
ら
移
住
し
た
旧
家
で
あ
る
。
第
三
代
誉
春
の
時

に
新
発
田
藩
領
新
津
組
二
十
ニ
ケ
村
の
大
庄
屋
に
挙
げ
ら
れ
、
藩
の

用
達
と
し
て
財
政
難
打
開
の
為
に
奔
走
し
、
或
い
は
新
津
に
市
場
を

開
設
す
る
な
ど
し
、
以
後
新
津
は
桂
家
と
共
に
発
展
し
て
い
っ
た
と

い
う
。
ま
た
四
代
目
誉
章
は
、
罫
書
神
道
を
学
び
数
万
巻
の
蔵
書
を

ほ
こ
っ
た
知
識
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
六
代
目
誉
正
（
東
吾
）
は
、

天
保
十
四
年
十
月
に
鈴
木
重
胤
の
紹
介
で
篤
胤
の
門
人
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
誉
正
も
新
津
に
お
い
て
治
水
・
開
墾
・
備
荒
貯
蓄
等
に
つ

と
め
、
ま
た
本
居
内
遠
や
大
国
隆
正
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
（
。

つ
ま
り
、
里
家
は
新
津
に
お
い
て
伝
統
的
に
学
問
・
郷
村
生
活
の
両

面
で
多
大
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
中
心
史
料

と
し
て
扱
う
前
掲
『
桂
家
に
宛
て
た
る
鈴
木
黒
鼠
書
信
』
は
、
六
代

目
誉
正
と
、
出
羽
庄
内
大
山
の
豪
家
大
滝
光
憲
と
共
に
面
隠
を
援
助

し
た
七
代
目
の
誉
重
へ
の
書
信
で
あ
る
。

　
弘
化
元
年
十
月
一
日
、
当
時
江
戸
に
居
を
定
め
て
い
た
鈴
木
重

胤
は
、
越
後
の
桂
両
氏
に
向
け
て
篤
胤
の
『
古
今
妖
魅
考
』
上
木
に

対
し
出
資
を
奨
め
る
内
容
の
手
紙
を
送
っ
た
。

一
平
田
よ
り
古
今
妖
魅
考
さ
し
送
り
申
候
．
御
覧
被
下
候
上
、
乍
揮
平
田

へ
御
戻
し
馬
溜
七
洋
。
さ
し
あ
た
り
よ
く
う
れ
候
書
物
に
御
座
候
に
付

少
子
来
春
中
帰
京
迄
上
木
叢
り
方
見
請
申
度
候
。
尤
板
木
代
壱
丁
十
三

両
位
署
上
り
に
て
至
極
下
直
に
御
座
候
．
右
板
木
と
め
い
た
と
申
候
て

尊
家
へ
送
り
可
御
運
間
近
々
部
数
平
田
内
蔵
之
助
よ
り
金
子
さ
し
上

申
礼
節
御
す
り
立
被
下
候
へ
ば
少
し
も
御
損
亡
に
相
成
不
申
．
追
々

返
金
に
相
成
候
様
相
成
可
申
と
奉
存
候
．
就
中
手
堅
く
仕
り
永
々
御
世

話
に
相
成
か
つ
御
世
話
被
下
候
所
詮
き
っ
と
有
之
等
張
小
子
近
々
手
堅

　
　
く
仕
り
さ
し
上
可
申
候
。
尤
上
木
に
急
に
か
｝
り
申
早
牛
問
前
倍
量

　
　
々
宛
金
子
内
蔵
之
介
へ
被
贈
古
聖
馬
下
候
。
板
木
出
来
見
分
万
端
は
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
子
御
目
代
に
相
成
重
々
取
締
累
差
仕
事
に
候
。
（
弘
化
元
年
十
月
一
旦

　
漆
箔
は
、
『
妖
魅
考
』
は
需
要
の
高
い
本
で
あ
る
こ
と
、
板
木
の
一
部
を
留

山
と
し
て
保
持
す
れ
ば
摺
り
立
の
た
び
に
気
吹
舎
か
ら
代
金
を
取
る
こ
と
が
で

き
手
堅
い
事
業
で
あ
る
か
ら
と
磯
魚
に
出
資
を
奨
め
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
奨

め
に
桂
氏
は
出
資
を
決
め
た
。
桂
氏
の
出
資
承
諾
に
対
す
る
重
胤
の
礼
文
に
は

　
　
何
角
平
田
氏
甚
以
相
悦
、
既
に
内
々
日
光
宮
様
な
ど
へ
も
御
名
面
か
つ

　
　
は
御
序
文
を
回
申
候
て
開
板
仕
候
段
御
用
人
進
藤
生
を
以
申
上
、
近
々

　
　
天
覧
に
い
れ
奉
り
候
や
う
相
願
置
候
事
に
御
座
候
。
〈
弘
化
元
年
十
月
十

　
　
二
旦

　
　
一
上
木
の
書
物
何
事
取
計
可
申
事
被
悪
獣
金
子
五
両
為
御
薪

　
　
被
下
之
千
万
恭
髄
に
入
掌
早
速
同
日
平
田
内
蔵
田
方
へ
相
渡

　
　
候
条
理
同
人
委
曲
引
剥
上
と
存
日
。
実
に
御
厚
情
は
申
上
候

ワ
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迄
も
無
獣
道
の
た
め
一
廉
の
御
忠
節
に
御
座
候
。
私
社
中
共

　
　
迄
千
万
奉
悦
入
居
申
候
。
〈
弘
化
元
年
十
一
月
十
二
日
〉

と
、
刊
行
の
あ
か
つ
き
に
は
日
光
宮
（
輪
王
寺
宮
）
へ
天
覧
に
入
れ
る
つ
も
り

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
道
を
世
に
広
め
る
た
め
に
は
『
古
今
断
書
考
　
出
版
は
必

要
な
忠
義
で
あ
る
と
説
く
。
更
に
重
胤
は
、
国
学
思
想
を
広
め
る
た
め
に
「
平

田
内
蔵
異
方
に
故
本
居
大
人
草
稿
も
の
な
ど
御
座
候
。
何
れ
も
天
下
の
珍
品
に

て
至
極
秘
蔵
の
品
に
御
座
候
。
此
品
御
預
り
被
能
筆
て
は
如
何
御
座
候
哉
。
」

〈
弘
化
元
年
十
一
月
十
二
日
〉
　
と
、
『
古
今
妖
魅
考
』
だ
け
で
な
く
平
田
家
に

蔵
さ
れ
る
本
居
宣
長
草
稿
ま
で
も
出
版
の
助
成
を
し
た
ら
ど
う
か
と
持
ち
か
け

る
の
で
あ
る
。

　
先
述
の
如
く
、
こ
の
時
期
の
重
胤
は
、
篤
胤
を
慕
っ
て
秋
田
へ
下
っ
た
が

無
念
に
も
会
う
こ
と
が
叶
わ
ず
、
没
後
の
篤
胤
の
遺
稿
に
直
接
ふ
れ
て
、
師
の

学
問
継
承
へ
と
傾
き
始
め
て
い
た
。
特
に
『
妖
魅
考
』
は
ち
ょ
う
ど
秋
田
に
て

抄
録
を
写
し
取
っ
て
き
て
お
り
一
重
胤
が
未
だ
世
に
出
て
い
な
い
こ
の
書
を
出

版
し
、
世
に
広
め
よ
う
と
望
ん
だ
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
重
胤
の
出
版
に
つ
い
て
の
働
き
か
け
、
気
吹
舎
に
対
す
る
資

金
助
成
の
努
力
は
、
以
後
も
続
く
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
書
簡
か
ら
は
、
篤

胤
の
遺
稿
を
出
版
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
師
の
思
想
を
広
く
世
間
に
知
ら
し
め
た

い
と
い
う
、
重
胤
の
、
あ
る
種
義
務
感
に
も
似
た
強
い
啓
蒙
的
な
思
い
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
古
今
正
暦
考
　
が
桂
氏
の
援
助
に
よ

り
事
実
出
版
に
至
っ
た
こ
と
を
初
め
と
し
、
そ
の
働
き
は
、
気
吹
舎
に
と
っ
て

も
欠
か
す
事
の
で
き
な
い
重
要
な
立
看
我
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
だ
が
実
は
、
重
織
の
こ
の
よ
う
な
気
吹
舎
へ
の
資
金
助
成
の
努
力
は
、
書

簡
甲
に
あ
る
よ
う
な
純
粋
な
る
「
弘
道
」
へ
の
義
務
感
か
ら
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
次
に
ひ
く
量
不
問
は
、
重
胤
が
平
田
の
遺
稿
類
を
見
せ
て
も
ら
わ
ん
が
た
め

に
、
い
わ
ば
「
恩
を
う
る
手
だ
て
と
し
て
の
資
金
助
成
」
を
し
て
い
た
の
だ
と

い
う
こ
と
を
物
語
る
史
料
で
あ
る
。

　
　
一
武
学
本
論
は
雑
書
の
中
へ
之
を
出
し
重
爆
よ
し
に
て
未
全
く

相
整
不
申
候
。
乍
併
太
一
遁
甲
之
義
は
同
人
よ
り
御
伝
申
上
候

様
堅
く
約
束
仕
候
。
こ
れ
は
至
極
の
密
事
に
て
天
下
無
敵
の
神

秘
口
訣
に
御
座
候
へ
ば
尊
大
家
に
て
は
至
極
有
用
の
御
事
と
奉

存
候
。
さ
り
な
が
ら
御
宅
よ
り
外
へ
為
術
少
し
も
漏
れ
不
申
候

様
被
成
下
度
候
。
い
ま
だ
重
胤
へ
も
伝
え
不
当
候
へ
共
、
尊
大

家
へ
は
御
伝
授
に
相
成
候
。
尤
是
は
妖
魅
考
御
上
木
の
義
は
サ

テ
置
き
老
先
生
没
後
に
御
懇
意
被
成
下
候
段
十
分
相
悦
び
申
に

付
言
此
御
座
候
事
に
御
座
候
。
乍
併
近
々
重
胤
方
へ
は
尊
大
家

よ
り
御
さ
づ
け
被
下
品
候
。
と
か
く
重
胤
方
へ
は
恐
怖
仕
癖
て

草
稿
も
の
な
ど
も
甚
惜
し
み
見
せ
不
薦
挙
。
内
蔵
介
は
至
極
の

人
物
に
て
候
へ
共
、
学
事
に
就
て
は
此
方
へ
大
に
隔
意
仕
候
事

8
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に
御
座
候
。
〈
弘
化
元
年
十
一
月
十
二
日
〉

　
重
胤
は
、
平
田
の
秘
伝
書
で
あ
る
『
太
一
遁
甲
』
を
桂
氏
に
伝
授

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
計
ら
っ
た
。
そ
し
て
桂
氏
か
ら
自
分
に

そ
れ
を
伝
え
て
欲
し
い
と
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
桂
氏
を
媒
介

と
し
て
、
直
接
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
平
田
の
秘
伝
を
得
よ
う
と

し
た
の
だ
っ
た
。
」
「
鎮
胤
が
桂
氏
へ
『
太
一
乙
甲
』
伝
授
を
許
可
し

た
の
は
『
古
今
応
当
考
』
上
木
に
助
成
し
た
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
」
と
重
胤
は
言
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
「
と
か
く
重
量
方
へ
は

恐
怖
仕
候
て
草
稿
も
の
な
ど
も
甚
惜
し
み
見
せ
不
申
候
」
と
あ
る
よ

う
に
、
鎮
胤
が
慰
霊
の
草
稿
を
な
か
な
か
見
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
事

実
で
あ
る
。

　
重
胤
が
草
稿
を
見
せ
て
も
ら
わ
ん
が
た
め
に
、
半
沢
に
気
吹
舎

へ
の
上
木
出
資
を
請
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
以
下
の
史
料
か
ら

も
あ
き
ら
か
に
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
一
今
度
の
妖
魅
考
の
始
末
は
右
金
子
近
々
返
納
に
随
ひ
御
世
話

　
　
可
申
と
平
田
へ
古
墨
捻
子
書
下
揺
落
。
そ
の
内
に
先
方
の
草
稿

　
　
も
の
か
つ
校
合
の
本
な
ど
か
り
出
し
候
て
校
合
な
さ
れ
御
珍
蔵

　
　
可
被
成
候
。
是
は
四
十
単
位
の
価
は
随
分
御
座
業
事
に
御
座
候

　
　
問
板
木
は
御
地
へ
引
取
被
下
候
方
至
極
の
良
策
に
て
候
。
〈
弘

　
　
化
二
年
二
月
三
日
〉

　
す
な
わ
ち
、
桂
氏
が
気
吹
舎
へ
『
古
今
碁
聖
考
』
上
木
用
の
金
を

貸
し
て
い
る
問
に
（
そ
れ
を
恩
に
着
せ
て
）
、
篤
胤
の
草
稿
本
を
借

り
出
し
て
校
合
す
る
と
よ
い
、
こ
れ
は
出
資
し
た
四
十
両
く
ら
い
の

価
値
は
十
分
あ
る
は
ず
だ
、
と
い
う
重
重
の
勧
め
で
あ
る
。
借
金
を

し
て
い
る
相
手
な
ら
ば
鎮
胤
も
閲
覧
を
断
れ
ま
い
と
ふ
ん
だ
の
で
あ

ろ
う
。
だ
が
、
先
の
『
太
一
遁
甲
』
の
場
合
同
様
、
篤
胤
の
草
稿
を

見
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
ほ
か
で
も
な
い
当
の
重
直
な
の
で
あ

っ
た
。
翌
月
に
は
こ
の
「
落
胤
草
稿
校
合
計
画
」
を
更
に
具
体
化
さ

せ
、
こ
ん
な
提
案
を
桂
氏
に
し
て
い
る
。

　
　
一
草
稿
本
か
り
出
し
御
地
へ
さ
し
上
申
譜
面
存
候
へ
共
、
先
方

　
　
右
様
の
望
も
有
之
候
事
故
是
に
一
計
御
座
候
。
右
妖
魅
考
出
来

　
　
上
り
の
上
に
て
す
り
本
仕
測
候
節
に
小
泉
ぬ
し
（
小
泉
氏
計
、

　
　
越
後
国
蒲
原
郡
）
に
て
も
当
方
へ
半
年
ば
か
り
門
人
一
人
位
を

　
　
召
連
候
て
ま
ゐ
ら
れ
調
て
校
合
仕
声
様
い
た
し
度
候
。
尤
大
数

　
　
の
書
物
一
朝
一
夕
に
ま
み
り
商
量
上
、
尚
他
出
は
ゴ
か
り
候
物

　
　
の
有
之
、
深
く
秘
蔵
の
体
に
見
え
候
事
ど
も
不
少
御
座
候
ゆ
ゑ
、

　
　
何
卒
小
泉
大
人
を
小
子
宅
迄
御
出
し
馬
下
百
様
御
取
計
三
下
候

　
　
義
は
出
来
申
鋤
骨
哉
御
尋
申
上
平
。
〈
弘
化
二
年
三
月
十
三

　
　
旦
㈹

　
当
初
、
桂
氏
が
出
資
し
た
暁
に
は
『
古
今
含
量
考
』
の
単
板
を
気

餅
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吹
舎
か
ら
桂
氏
へ
渡
す
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。
だ
が
越
後
に
塗
板
を

持
っ
て
い
か
れ
て
し
ま
う
の
は
困
る
上
、
板
木
を
越
後
に
送
る
の
は

物
理
的
に
困
難
で
あ
る
と
気
吹
舎
側
は
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
そ
れ

は
勘
弁
し
て
く
れ
と
言
っ
て
き
た
。
そ
れ
な
ら
ば
こ
ち
ら
も
、
と
重

胤
は
い
う
。
平
田
家
か
ら
草
稿
類
を
借
り
る
の
で
、
越
後
の
学
者
小

泉
氏
（
と
そ
の
門
人
を
草
稿
の
校
合
役
と
し
て
半
年
ば
か
り
江
戸
へ

よ
こ
し
て
欲
し
い
。
平
田
の
著
作
類
は
］
朝
一
夕
で
写
せ
る
量
で
は

な
い
が
、
秘
蔵
の
も
の
も
多
く
筆
耕
に
任
せ
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。

信
頼
し
て
い
る
小
泉
氏
を
助
っ
人
と
し
て
ぜ
ひ
欲
し
い
、
と
。

　
重
三
の
こ
の
よ
う
な
篤
胤
草
稿
へ
の
情
熱
か
ら
く
る
働
き
か
け
は
、

時
に
実
を
結
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。
弘
化
二
年
三
月
三
日
の
書
簡
（
に

は
「
一
古
史
伝
は
妖
男
爵
御
上
木
墜
下
候
御
蔭
に
て
ツ
イ
ニ
私
一
見

に
相
成
申
候
。
大
体
古
事
記
伝
に
同
じ
く
御
座
候
。
」
と
、
『
古
今

妖
魅
考
』
上
木
助
成
に
一
役
買
っ
た
お
か
げ
で
『
古
史
伝
』
を
写
す

事
が
で
き
た
と
あ
る
。
ま
た
先
の
秘
伝
『
太
一
甘
干
』
に
つ
い
て
も

「
早
馬
之
義
県
有
奉
存
候
。
秘
中
の
秘
に
仕
覧
て
中
々
他
見
等
は
仕

間
脳
」
云
々
〈
弘
化
三
年
四
月
一
日
〉
（
と
、
夕
霞
を
通
し
て
秘
伝

を
得
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
だ
が
、
気
吹
舎
側
の
対
応
は
重
胤
に
と
っ
て
は
な
か
な
か
厳
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。
次
ぎ
に
ひ
く
書
簡
は
、
重
三
が
大
部
な
著
書
を
一
日
な
い
し
二
日
限
り

と
い
う
短
い
期
限
で
し
か
貸
し
だ
し
て
も
ら
え
ず
必
死
に
な
っ
て
写
し
取
っ

た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　
　
一
抄
録
も
の
之
義
少
し
も
無
御
懸
念
ゆ
る
く
御
一
覧
被
下
度

　
　
候
。
（
中
略
）
白
い
つ
れ
も
平
田
の
秘
本
畢
寛
は
妖
重
弁
上
木

　
　
之
御
威
光
に
て
小
子
御
相
伴
申
上
候
事
に
て
、
い
は
ゾ
尊
家
様

　
　
よ
り
申
請
、
重
書
も
倉
皇
拝
見
順
道
の
義
に
御
座
候
所
、
小
子

　
　
此
表
に
住
居
相
成
候
ゆ
ゑ
便
利
に
て
取
計
も
出
来
申
も
の
》
実

　
　
は
御
か
げ
と
御
方
に
向
ひ
奉
遙
拝
候
。
さ
れ
ど
平
田
へ
は
御
内

　
　
分
の
義
に
御
座
候
。
五
本
壱
巻
を
一
日
限
り
二
日
限
り
と
申
事

　
　
に
て
キ
ツ
イ
重
し
く
御
座
候
。
〈
弘
化
二
年
九
月
二
日
〉

　
　
平
田
書
物
い
つ
れ
も
一
日
乃
至
二
日
限
の
事
故
い
の
ち
か
ら
、

　
　
ぐ
う
つ
し
と
り
畢
に
御
座
候
へ
共
一
ふ
し
鉦
｛
之
中
伝
に
似

　
　
た
る
事
を
ば
大
体
は
ぶ
き
抄
録
仕
事
に
御
座
候
。
尤
是
は
写
さ

　
　
せ
ま
じ
き
の
存
意
と
被
存
亡
へ
ば
し
ひ
て
か
り
も
不
仕
候
。

　
　
〈
弘
化
二
年
十
月
七
日
〉

　
こ
の
よ
う
に
、
重
胤
に
と
っ
て
は
気
吹
海
螢
の
対
応
は
決
し
て
寛
．

容
と
は
い
い
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
自
分
の
知
識
欲
の
さ
ま
た
げ
に

な
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
〔
。
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2

『
古
今
妖
霊
考
』
の
刊
年
と
政
治
的
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

　
一
方
、
上
木
に
関
す
る
直
接
の
サ
ポ
ー
タ
ー
（
出
資
者
）
で
あ
る

桂
氏
は
、
あ
る
不
安
を
抱
え
て
い
た
。
は
じ
め
に
も
述
べ
た
が
、
か

つ
て
篤
胤
が
著
書
を
絶
版
に
処
せ
ら
れ
秋
田
へ
追
放
さ
れ
た
経
緯
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
こ
の
時
期
の
気
吹
舎
は
、
い
ま
だ
幕
府

か
ら
下
っ
た
そ
の
轡
が
晴
れ
て
い
な
い
状
態
で
も
あ
っ
た
。
『
古
今

妖
麗
考
』
出
版
は
幕
府
の
意
向
に
背
く
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
か
。

刊
行
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
に
も
罪
が
及
ぶ
の
で
は
な

い
か
。
桂
氏
は
こ
の
よ
う
な
不
安
を
何
度
か
重
胤
に
う
っ
た
え
た
と

み
え
、
重
胤
が
そ
れ
を
慰
め
力
づ
け
る
よ
う
す
が
書
簡
の
記
事
に
あ

る
。　

　
一
妖
之
考
、
公
辺
さ
し
っ
か
へ
無
之
哉
の
由
被
仰
下
御
尤
の
御

　
　
儀
に
存
候
。
い
か
に
も
御
名
前
に
か
か
は
り
候
義
は
無
心
、
林

　
　
家
へ
も
さ
し
っ
か
へ
不
申
候
爵
御
安
心
正
韻
藩
候
。
是
は
甚
だ

　
　
よ
ろ
し
き
御
心
づ
き
、
実
は
平
田
の
た
め
に
も
相
成
可
申
御
異

　
　
見
量
感
候
。
〈
弘
化
二
年
一
月
十
三
日
〉

　
　
一
妖
惑
考
之
義
、
天
朝
公
辺
と
も
指
障
り
申
義
無
御
座
候
間
髪

　
　
安
心
可
言
下
候
。
是
は
上
野
宮
様
に
も
御
承
知
被
為
在
斎
言
に

　
　
御
座
候
〈
弘
化
二
年
二
月
三
日
〉
⑬

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
桂
氏
が
抱
え
て
い
た
不
安
は
そ
の
ま
ま
本
稿
の

は
じ
め
に
た
て
た
問
題
に
重
な
る
。
す
な
わ
ち
、
気
三
舎
は
幕
府
よ

り
圧
力
を
か
け
ら
れ
る
可
能
性
の
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
こ
の
時
期

に
『
古
今
妖
魅
考
』
を
刊
行
す
る
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

と
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
、
『
古
今
妖
魅
考
』
の
実
際
の

刊
行
年
と
、
板
本
袋
の
年
号
の
相
違
を
ま
ず
指
摘
し
て
お
き
た
い
（
。

先
に
『
古
今
妖
昏
昏
』
の
刊
年
は
弘
化
二
年
だ
と
述
べ
た
が
、
虚
誕

文
庫
に
は
「
天
保
二
年
」
の
刊
記
が
付
さ
れ
て
い
る
『
古
今
巨
篇

考
』
板
本
袋
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
篤
農
が
罰
則

を
受
け
る
以
前
の
罵
言
を
あ
え
て
記
す
こ
と
で
、
弘
化
二
年
の
新
刊

本
で
あ
る
こ
と
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
天
保
二
年
と
い
う
年
号
は
、
序
文
に
も
記
さ
れ
て

い
る
。
刊
行
年
が
弘
化
二
年
で
あ
る
の
に
、
序
文
執
筆
年
が
天
保
二

年
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
谷
省
吾
・
加
茂
正
典
編
『
神
道

資
料
叢
刊
九
　
鈴
木
重
胤
紀
行
文
集
一
』
（
平
成
一
五
年
三
月
　
皇

學
館
神
道
研
究
所
）
（
に
は
「
こ
の
刊
本
の
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
曇
霞
の
序
文
が
『
天
保
二
年
置
云
年
商
春
』
に
記
し
た
と
な
っ
て

み
る
の
は
、
『
弘
化
二
年
』
の
誤
り
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
あ
る
。
だ
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が
序
文
が
天
保
二
年
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
板
本
袋
の
年
号
と
同
様
、

や
は
り
幕
府
を
意
識
し
た
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
次
ぎ
に
ひ
く
重
胤
の
書
簡
か
ら
も
明
か
で
あ
る
。

　
　
た
ゾ
年
号
の
義
は
近
年
公
辺
よ
り
是
迄
出
来
の
著
述
は
不
苦
候

　
　
へ
ど
も
此
義
自
今
己
後
御
差
止
め
被
仰
付
候
事
故
、
前
年
著
述

　
　
有
之
候
分
実
は
公
辺
へ
内
々
達
御
症
候
事
ゆ
ゑ
申
訳
が
て
ら
右

　
　
前
年
著
述
之
度
に
認
不
申
候
て
は
相
済
不
申
事
故
、
此
節
の
著

　
　
述
刊
行
実
は
其
頃
に
出
来
有
之
候
分
只
今
公
行
仕
候
十
目
触
有

　
　
常
事
御
座
虫
草
、
右
様
の
次
第
態
と
年
号
加
入
候
義
何
共
御
憐

　
　
籍
願
度
候
〈
弘
化
二
年
七
月
二
＋
三
日
〉
㎝

こ
の
よ
う
に
気
吹
舎
は
、
序
文
お
よ
び
表
向
き
の
刊
行
年
に
「
天
保

二
年
」
と
い
う
篤
胤
が
著
述
差
し
と
め
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
以
前
の

年
号
を
記
す
こ
と
で
、
政
治
的
圧
力
を
か
わ
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

3
上
木
の
様
相

　
さ
て
、
篤
胤
の
草
稿
を
な
ん
と
し
て
で
も
写
し
手
に
入
れ
た
い
と

い
う
重
胤
の
知
的
情
熱
を
背
景
に
、
着
々
と
お
こ
な
わ
れ
て
ゆ
く

『
古
今
妖
魅
考
』
の
上
木
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
そ
の
気
吹
舎
側
に

お
け
る
上
木
の
様
子
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
み
て
ゆ
く
こ

と
に
し
よ
う
。

　
次
に
ひ
く
の
は
弘
化
二
年
の
『
気
吹
雪
日
記
』
一
か
ら

魅
考
』
出
版
に
関
す
る
記
事
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

弘
化
二
年

一
月
十
一
日
　
鈴
木
府
生
殿
入
来
金
壱
分
持
参
。

一
月
十
三
日
　
板
木
屋
へ
才
促
二
行

一
月
十
四
日
・
十
五
日
　
此
節
、
妖
魅
考
彫
刻

『
古
今
妖

一
月
十
七
日
　

新
冊
行
　

W
思
出

一
月
廿
二
日
仕
立
屋
へ
行

一
月
廿
三
日
　
越
後
新
津
桂
へ
書
状
遣
ス
。

苦
楚
。
表
紙
屋
へ
百
枚
頼
ム

寒
月
二
日
　
越
後
新
津
桂
東
吾
よ
り
金
子
入
書
状
来
、
但
百
五

十
疋
也二

月
五
日
　
葺
行

二
月
九
日
　
ホ
　
、
等
・
行

二
月
廿
三
日
　
越
後
新
津
へ
妖
魅
考
摺
出
ス

ニ
月
廿
五
B
　
晋
三
感
量
板
木
六
枚
出

三
月
十
二
日
　
板
木
十
八
枚
出
来
、
三
両
遣
ス

三
月
二
十
九
日
　
桂
東
吾
よ
り
書
状
来

ノ
木
出

2
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四
月
十
五
日

四
月
二
十
日

越
後
新
津
蒲
扇
吾
よ
り
金
四
両
入
書
状
来

　
　
　
　
　
　
　
拾
ノ
色
出
．
　
景
平

　
　
　
　
　
板
木
弐
十
枚
余
出
来

　
　
　
　
　
　
越
後
新
津
よ
り
金
子
入
紙
包
到
来

　
　
　
　
　
　
鈴
木
府
生
来

六
月
二
十
四
日
　
御
蔵
へ
板
木
仕
舞

、
七
涌
シ
　
　
　
　
行

五
月
三
日
　
　
　
三
拾
ハ
　
出
㎜
．
　
　
　
、
ス

五
月
五
日
　
鈴
木
府
生
よ
り
金
子
弐
両
到
来

五
月
九
日

六
月
三
日

六
月
十
五
日

六
月
十
七
日

W

七
月
二
十
三
日
　
越
後
新
津
へ
妖
魅
考
弐
拾
部
出
ス

八
月
十
五
日
　
三
州
羽
田
野
常
陸
よ
り
金
子
五
両
入
書
状
来

八
月
二
十
一
日
　
秋
田
へ
妖
麗
考
五
拾
部
出
ス

八
月
二
十
五
日
　
越
後
新
津
よ
り
書
状
来

九
月
十
一
日
　
鈴
木
府
生
金
五
十
疋
持
参

十
月
十
七
日
　
鈴
木
愚
生
よ
り
使
来
、
金
壱
両
壱
分
拝
借
欝
欝

由
申
来

十
一
月
九
日
　
越
後
桂
東
吾
よ
り
鮭
魚
紙
包
等
来

十
一
月
十
二
日
　
殿
村
佐
六
よ
り
金
三
導
入
書
状
来
、
妖
並
置

野
州
へ
遣
ス
分
小
林
へ
頼
遣
ス

十
一
月
二
十
四
日
　
三
州
羽
田
野
よ
り
金
子
五
両
入
書
状
来

十
一
月
二
十
五
日
　
秋
田
よ
り
金
四
両
弐
分
入
書
状
来
　
野
州

妖
魅
考
之
代
野
口
よ
り
受
取
、
但
三
両
也

　
こ
れ
ら
の
う
ち
特
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
部
分
に
注
目
す
る
と
、

『
古
今
妖
魅
考
』
の
板
木
は
複
数
の
彫
り
師
に
一
度
目
割
り
当
て
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
重
胤
の
書
簡
に
も
「
一
ノ
巻
の
板
木
は
悉
皆

出
来
候
故
、
板
木
屋
へ
い
つ
れ
も
ま
み
り
居
申
候
。
早
春
の
た
よ
り

に
は
丁
ず
り
御
目
に
か
け
候
様
平
田
氏
も
急
ぎ
野
口
候
。
あ
ま
た
の

職
人
ゆ
ゑ
ア
チ
ラ
を
ほ
り
か
け
コ
チ
ラ
を
ほ
り
か
け
一
向
つ
ゴ
り
不

申
其
裁
判
に
さ
て
く
困
り
候
由
内
蔵
介
申
居
申
候
。
」
〈
弘
化
元

年
十
二
月
十
二
日
〉
（
と
、
急
い
で
彫
り
上
げ
よ
う
と
し
て
、
別
々

の
彫
り
師
に
バ
ラ
バ
ラ
に
板
木
を
割
り
当
て
た
た
め
に
返
っ
て
な
か

な
か
一
冊
の
本
と
し
て
繋
が
ら
な
い
と
困
っ
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ

て
い
る
。
実
際
に
板
木
が
成
っ
た
の
は
七
月
で
あ
る
。
同
二
十
三
日

に
は
出
資
者
で
あ
る
桂
氏
へ
二
十
部
送
っ
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
そ
も

そ
も
『
古
今
妖
魅
考
』
は
入
銀
で
も
資
金
を
集
め
て
い
た
ら
し
く
、

大
口
の
出
資
者
で
あ
る
桂
氏
の
ほ
か
に
も
助
成
者
が
何
人
か
い
た
と

考
え
ら
れ
る
（
。
鎮
胤
が
板
木
を
一
度
に
彫
ら
せ
よ
う
と
急
い
だ
の

は
、
そ
の
よ
う
な
助
成
者
た
ち
へ
の
気
遣
い
か
ら
で
あ
っ
た
の
で
あ
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ろ
う
。

　
こ
の
『
古
今
妖
魅
考
』
上
木
の
一
連
の
工
程
（
彫
り
代
・
表
紙

代
・
紙
代
・
摺
り
代
・
製
本
代
）
に
は
合
わ
せ
て
ど
の
く
ら
い
の
費

用
が
か
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
表
紙
代
・
紙
代
・
製
本

代
に
つ
い
て
は
確
固
た
る
史
料
が
な
い
の
で
未
詳
で
あ
る
。
が
、
彫

刻
に
つ
い
て
は
二
丁
目
つ
き
十
二
、
三
匁
位
」
と
あ
る
。
『
古
今

妖
劇
毒
』
の
丁
数
は
一
之
巻
か
ら
三
之
巻
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
六
十
丁
つ

つ
で
あ
る
（
。
こ
れ
に
よ
っ
て
計
算
す
る
と
一
巻
約
十
八
両
、
三
巻

で
約
五
十
四
両
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
紙
・
表
紙
・
製
本

代
が
、
費
用
の
ど
の
く
ら
い
の
割
合
を
占
め
て
い
た
か
が
分
か
ら
な

け
れ
ば
な
ん
と
も
い
え
な
い
が
、
桂
氏
が
出
資
し
た
四
十
両
は
『
古

今
妖
魅
考
』
上
木
に
お
い
て
か
な
り
の
部
分
を
補
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

4
販
売
と
決
算

　
さ
て
、
実
際
に
『
古
今
妖
麗
考
』
上
木
が
お
こ
な
わ
れ
て
ゆ
く
中

で
、
重
胤
は
、
出
資
者
で
あ
る
桂
氏
と
借
金
を
負
っ
た
気
吹
溜
と
の

間
に
挟
ま
れ
、
当
初
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
面
倒
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
最
初
に
桂
氏
と
約
束
し
た
留
板
の
一
件
で
あ

っ
た
。

　
　
一
回
板
木
此
方
へ
御
任
せ
真
下
候
由
何
と
も
迷
惑
仕
候
。
遠
方

　
　
御
苦
労
に
は
老
君
候
へ
共
と
め
板
は
御
地
へ
御
と
り
燈
下
度

　
　
奉
頼
上
階
。
重
量
は
例
の
世
事
ベ
タ
に
て
中
々
人
の
応
対
万

　
　
事
不
行
届
に
御
座
候
。
か
つ
金
銀
に
か
ン
は
り
申
事
は
多
分

　
　
は
間
違
安
き
も
の
に
て
も
し
や
不
行
届
の
節
は
丹
生
面
目
あ

　
　
し
く
相
成
か
つ
古
学
を
弘
む
る
に
甚
以
障
り
と
相
成
暗
事
も

　
　
不
言
と
奉
講
習
。
〈
弘
化
二
年
二
月
三
日
〉

三
王
は
、
留
筆
を
江
戸
に
い
る
重
胤
に
保
持
し
て
も
ら
い
、
気
吹
舎

と
の
金
銭
的
な
や
り
と
り
を
す
べ
て
彼
に
任
せ
た
い
と
頼
ん
だ
の
だ
。

だ
が
重
胤
は
、
桂
氏
と
気
吹
舎
の
間
だ
に
入
っ
て
金
銭
的
な
仕
事
を

請
け
負
う
の
は
ご
め
ん
だ
と
断
っ
て
い
る
。
留
め
板
は
そ
ち
ら
で
所

持
し
、
直
接
気
吹
舎
と
や
り
と
り
を
し
て
欲
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
後
、
桂
氏
に
と
っ
て
は
借
金
の
保
証
と
も
い
う

べ
き
こ
の
留
板
を
、
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
さ
え
困
難
に
な
っ
て
き
て

し
ま
う
。

　
　
一
平
田
彫
刻
も
当
廿
日
ま
み
り
見
候
所
追
々
出
来
申
候
。
先
達

　
　
而
金
五
冷
然
渡
し
置
候
。
又
近
日
取
に
ま
み
り
可
申
届
書
候
。

　
　
五
七
金
乃
至
十
金
も
遣
し
可
申
哉
。
は
り
上
り
の
様
子
見
隠

候
て
取
計
可
申
候
。
さ
て
同
人
（
鎮
胤
）
方
よ
り
此
度
の
板

↑
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木
御
地
迄
と
め
板
さ
し
上
騰
義
、
何
と
も
運
送
方
詳
言
以
迷

惑
に
被
存
候
。
震
元
に
て
致
取
計
く
れ
顔
様
申
参
候
へ
共
、

　
　
是
は
甚
以
面
倒
成
事
に
御
座
候
。
そ
の
う
へ
右
の
板
木
出
来

　
　
の
上
三
百
部
ほ
ど
す
り
立
紙
代
万
端
小
子
に
世
話
い
た
し
く

　
　
れ
候
様
申
参
り
、
又
々
小
子
方
に
て
板
木
皆
出
来
の
上
右
回

　
　
出
し
元
金
世
話
い
た
し
遣
し
申
事
に
御
座
候
。
是
も
か
》
り

　
　
合
に
て
無
是
悲
右
様
の
義
に
御
座
候
。
さ
れ
ど
小
子
の
く
る

　
　
し
み
難
堪
御
座
候
。
御
暦
可
被
下
煮
。
〈
弘
化
二
年
三
月
二
十

　
　
三
日
〉

破
損
な
ど
の
な
い
よ
う
に
板
木
を
越
後
へ
運
ぶ
の
は
な
か
な
か
大
変

で
あ
っ
た
と
み
え
る
。
資
金
的
に
も
困
難
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
こ
で
鎮
痛
は
留
桶
を
江
戸
に
い
る
重
富
に
任
せ
よ
う
と
し
た

が
、
重
胤
は
そ
れ
を
「
甚
以
面
倒
王
事
」
と
し
、
桂
氏
へ
暗
に
所
持

を
諦
め
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
。
結
果
的
に
桂
馬
は
、
三
板
保
持
に

よ
っ
て
借
金
を
返
済
し
て
も
ら
う
と
い
う
初
め
の
約
束
は
反
故
に
さ

れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
桂
氏
へ
の
借
金
返
済
は
、
『
古
今
妖
魅
考
』
刊
行
間
近
に
な
る
に

つ
れ
、
更
に
困
難
な
様
相
を
示
す
こ
と
と
な
る
。
日
を
追
っ
て
二
通

の
書
簡
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
一
平
田
一
畦
引
請
候
様
被
寝
業
御
尤
の
御
義
血
重
量
．
粗
製
此
方
よ

り
何
角
吟
味
早
々
返
上
な
り
悪
様
取
計
方
可
仕
候
．
乍
併
元
〆
仕
込
迄

小
子
世
話
に
相
願
ま
み
り
候
ゆ
ゑ
か
》
り
合
の
義
に
て
も
有
之
候
．
ど

ふ
か
世
話
い
た
し
遣
し
候
つ
も
り
に
御
座
候
。
利
足
迄
は
如
何
可
有
之

哉
。
御
元
金
は
無
滞
さ
し
上
候
様
取
計
可
申
候
問
是
に
て
重
胤
役
目

は
御
免
可
即
下
候
。
い
ろ
く
の
義
御
心
配
相
か
け
後
悔
仕
候
．
乍
併

永
世
国
益
の
書
御
彫
刻
塗
下
候
御
功
徳
無
上
無
宗
に
て
可
有
御
座
候
．

〈
弘
化
二
年
四
月
二
十
七
旦

一
平
田
一
条
の
義
御
尤
存
留
。
私
義
当
月
十
日
頃
よ
り
日
志

邪
に
お
か
さ
れ
此
頃
迄
引
こ
も
り
居
申
候
所
、
当
十
七
日
大

半
出
来
之
由
申
出
に
付
罷
出
見
候
所
、
全
備
仕
り
居
不
申
候

へ
ど
も
近
々
出
来
上
り
候
由
に
て
又
々
内
金
相
渡
し
置
申
候
。

不
日
に
出
来
上
面
存
事
と
奉
候
。
被
仰
下
面
通
三
十
部
御
引

取
分
は
代
料
お
こ
し
に
お
よ
び
不
申
候
。
御
ひ
か
へ
置
可
被

下
候
。
い
ろ
く
私
よ
り
御
面
倒
奉
願
、
導
管
義
理
合
を
以

御
厄
介
奉
懸
候
段
小
子
生
涯
の
大
ア
ヤ
マ
リ
、
此
後
は
か
な

ら
ず
か
や
う
の
口
入
仕
り
御
心
配
奉
懸
三
婆
候
。
何
事
も
当

地
か
け
引
は
小
子
へ
御
任
せ
置
可
被
下
候
。
程
よ
ろ
し
く
御

為
不
悪
様
取
計
ひ
可
申
か
つ
小
子
仕
法
い
た
し
遣
し
候
へ
ば

平
田
の
為
に
も
相
成
可
申
様
か
が
ふ
る
出
来
事
に
候
間
、
爪

外
は
御
安
心
可
翼
下
候
。
〈
弘
化
二
年
六
月
二
十
三
日
〉

「
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ま
ず
四
月
二
十
七
日
半
の
書
簡
で
は
、
「
借
金
返
済
を
す
る
よ
う
に

取
り
は
か
ら
う
が
、
利
息
ま
で
は
お
そ
ら
く
払
え
な
い
で
あ
ろ
う
」

と
い
う
。
こ
の
時
点
で
す
で
に
、
留
板
も
確
保
で
き
ず
利
息
も
取
れ

ず
、
と
も
す
れ
ば
貸
与
金
の
返
済
も
ま
ま
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
で

あ
る
。
さ
す
が
の
重
胤
も
こ
れ
に
は
責
任
を
感
じ
た
ら
し
く
六
月
二

十
三
日
付
書
簡
で
は
、
出
来
上
が
っ
た
『
翌
旦
考
』
板
本
三
十
部
は

贈
呈
す
る
の
で
代
金
は
い
ら
な
い
、
と
桂
氏
に
か
け
た
迷
惑
を
詫
び

て
い
る
。

　
だ
が
、
更
に
桂
氏
に
と
っ
て
は
初
め
の
約
束
と
は
異
な
る
事
態
が

続
い
て
ゆ
く
。
「
さ
し
あ
た
り
よ
く
う
れ
候
書
物
」
の
は
ず
で
あ
っ

た
『
古
今
妖
魅
考
』
は
、
桂
氏
の
手
元
に
売
れ
残
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。其

節
妖
魅
智
慧
持
本
沢
山
に
馬
持
有
之
御
心
配
置
被
思
召
奉

存
候
ゆ
ゑ
、
御
不
用
の
分
は
此
表
へ
官
海
付
候
へ
ば
私
手
先

広
く
御
座
候
ゆ
ゑ
御
返
却
被
下
候
へ
ば
金
子
引
受
御
渡
可
申

候
趣
申
上
置
候
。
定
め
御
承
諾
窓
下
候
御
義
に
奉
存
候
。
妖

魅
考
裏
方
へ
引
請
本
、
京
大
坂
丹
後
羽
州
豊
前
書
写
中
国
辺

へ
も
差
遣
し
置
御
座
候
所
、
元
来
註
文
無
之
所
、
此
方
へ
送

り
遣
し
素
心
に
て
い
ま
だ
金
子
受
取
候
義
は
い
さ
》
か
の
義

に
て
御
座
候
へ
共
、
遣
し
候
先
は
多
く
御
座
候
間
御
安
心
可

　
　
被
思
召
候
。
既
に
私
手
元
へ
受
取
候
本
九
十
四
部
之
内
三
十

　
　
部
は
御
地
へ
寺
上
、
の
こ
り
六
十
四
部
諸
国
配
当
に
相
成
居

　
　
申
候
。
〈
弘
化
二
年
十
二
月
十
三
日
〉

重
胤
は
桂
氏
の
手
元
に
売
れ
残
っ
た
『
妖
魅
考
』
を
、
自
分
が
代
わ

り
に
売
り
弘
め
る
こ
と
を
申
し
出
、
諸
国
へ
送
っ
た
。
重
胤
に
と
っ

て
は
、
篤
胤
の
遺
稿
を
見
た
い
↓
心
で
の
上
木
助
成
仲
立
ち
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
に
伴
う
実
際
的
な
側
面
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
雑
事
を
解
決

せ
ず
に
は
済
ま
さ
れ
な
い
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
の
桂
台
に
よ
る
『
古
今
妖
魅
考
』
上
木
助
成
に
あ
た
っ

て
の
一
連
の
金
銭
的
や
り
と
り
で
あ
る
が
、
最
終
的
な
決
算
は
ど
う

な
っ
た
の
か
を
物
語
る
の
が
次
の
書
簡
で
あ
る
。

　
　
　
然
は
旧
冬
已
来
古
今
妖
鴬
笛
岩
上
木
何
角
御
配
意
格
段
御

　
　
懇
命
被
仰
付
難
有
奉
存
候
。
則
別
紙
指
引
書
直
隠
（
ね
ご

　
　
ろ
）
之
通
掛
四
拾
三
両
二
分
之
内
拾
弐
両
三
分
置
口
々
御
内

　
　
渡
高
に
相
成
、
の
こ
り
三
拾
三
分
今
度
就
幸
便
金
子
指
上
申

　
　
候
条
着
之
節
御
嵩
御
請
取
可
被
下
候
。
尤
大
枚
の
金
子
御
利

　
　
も
奉
献
本
書
に
候
へ
共
、
別
紙
書
面
の
通
、
平
田
大
困
窮
に

　
　
付
取
立
難
出
来
元
金
而
己
奉
返
上
定
義
は
何
と
も
意
外
に
奉

　
　
存
置
へ
廻
遊
御
承
知
可
被
下
膳
。

卜
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開
計一

金
四
拾
三
両
弐
分

右
平
田
内
蔵
介
方
古
今
妖
魅
考
言
上
木
工
用
金
尤
私
引
請

｝
金
弐
両
　
　
　
古
卜
書
二
鉄

一
銀
弐
拾
目
　
　
百
錬
抄
古
本

一
画
七
匁
　
　
　
新
撰
字
面

一
金
弐
分
　
　
　
東
雅
　
十

右
良
右
衛
門
殿
被
虐
下
候
品
　
須
原
屋
源
七
払

一
銀
五
百
五
十
八
歩

但
妖
魅
考
三
拾
壱
部
代
六
百
九
十
七
両
五
分
之
内
百
三
十
九

両
五
分
引
残
代
　
尤
御
不
用
に
候
へ
ば
此
直
黒
迄
御
返
可
被

下
候
。
私
取
捌
可
仕
候
。

…
金
弐
分
　
　
　
詞
の
ち
か
み
ち
再
読

　
金
合
三
両

　
銀
合
五
百
八
十
五
歩

　
此
金
九
両
三
歩

　
指
引
残
三
拾
両
三
歩

右
之
通
島
屋
佐
五
右
衛
門
便
り
さ
し
上
申
候
間
着
之
節
御
改
御

請
取
可
被
下
候
。
小
子
無
算
も
し
間
違
に
も
御
座
候
は
ば
被
仰

付
可
被
下
候
。
（
後
略
）

御
安
泰
に
被
成
御
座
奉
賀
候
。
金
三
十
両
三
分
御
返
上
申
候
。

君
へ
宜
御
厚
礼
被
為
仰
上
可
被
下
候
．

御
父
母

　
　
一
平
田
へ
は
金
十
両
御
受
取
激
成
候
様
心
乱
遣
可
南
下
候
。
別

　
　
紙
書
状
御
覧
可
被
下
候
。
こ
れ
は
し
ひ
て
催
促
不
仕
候
。
皆
済

　
　
に
相
成
候
へ
ば
、
ま
た
あ
と
の
世
話
と
申
置
候
ゆ
ゑ
、
う
る
さ

　
　
く
御
座
候
に
付
廿
円
ば
か
り
の
こ
し
置
候
つ
も
り
に
御
座
候
。

　
　
〈
弘
化
二
年
十
一
月
廿
二
日
〉

結
果
的
に
は
、
無
事
桂
氏
へ
借
金
は
全
額
返
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
借
金
総
額
四
拾
三
両
弐
分
か
ら
、
以

前
「
贈
呈
す
る
か
ら
代
金
は
い
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
『
古
今
妖

魅
考
』
三
十
部
の
金
額
が
差
し
引
か
れ
て
い
る
。
返
済
金
の
一
部
が

板
本
現
物
で
補
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
板
本
が
不

要
の
場
合
に
は
返
却
す
れ
ば
重
胤
が
代
わ
り
に
売
る
、
と
い
う
。
よ

う
す
る
に
借
金
を
返
済
す
る
た
め
に
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
『
古

今
妖
魅
考
』
の
板
本
が
ま
だ
こ
の
時
点
で
は
、
売
り
き
れ
て
い
な
か

っ
た
の
だ
っ
た
。
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5
玉
棒
の
上
木

　
以
上
の
よ
う
に
、
篤
胤
の
遺
稿
へ
の
情
熱
か
ら
気
吹
舎
と
虫
垂
の

間
に
入
り
、
『
古
今
妖
魅
考
』
上
木
助
成
に
努
力
し
た
鈴
木
重
手
は
、

最
終
的
に
桂
氏
へ
多
大
な
迷
惑
を
掛
け
る
結
果
を
残
し
て
し
ま
っ
た
。

だ
が
、
重
胤
の
気
吹
舎
出
版
へ
の
関
与
は
そ
こ
で
途
絶
え
る
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
今
度
は
桂
氏
に
負
わ
せ
た
損
失
を
自

ら
が
返
上
し
よ
う
と
気
吹
舎
・
桂
両
者
へ
申
し
出
る
の
で
あ
っ
た
。

　
　
一
当
十
四
日
平
田
へ
参
り
話
の
序
に
、
あ
ま
り
私
一
已
に
て
致

　
　
心
配
候
も
心
ぐ
る
し
く
御
座
温
故
御
返
上
に
お
よ
び
申
候
と

の
み
申
入
置
候
。
就
之
玉
だ
す
き
六
七
巻
上
木
仕
遣
候
つ
も

り
に
御
座
候
。
右
出
金
の
義
は
自
私
方
仕
出
義
に
御
座
候
へ

　
　
ど
も
、
表
向
は
尊
家
様
の
事
に
仕
置
候
問
、
右
様
御
承
知
可

　
　
被
置
型
。
乍
併
平
田
よ
り
右
草
稿
出
来
候
は
ン
早
速
入
御
覧

　
　
可
申
賦
存
候
。
一
応
御
璽
覧
奉
希
候
。
〈
弘
化
三
年
一
月
二
十

　
　
三
日
〉

だ
が
こ
の
場
台
の
三
二
へ
の
返
金
と
は
、
気
吹
玉
か
ら
刊
行
さ
れ
る

『
玉
棒
』
の
六
・
七
巻
上
木
に
際
し
て
重
胤
が
桂
氏
の
名
前
で
助
成

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
実
は
そ
の
よ
う
な
挽
回
の

方
法
に
は
、
早
々
草
稿
を
手
に
入
れ
た
い
と
い
う
重
胤
の
情
熱
と
画

策
と
が
や
は
り
つ
い
て
ま
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
っ
た
。
つ
ぎ
に

ひ
く
二
通
の
書
簡
か
ら
は
、
『
古
今
妖
魅
考
』
が
成
っ
た
後
も
な
お
、

平
田
家
の
蔵
書
を
閲
覧
せ
ん
が
た
め
に
出
版
助
成
の
努
力
を
す
る
重

胤
の
本
心
が
窺
え
る
。

　
　
一
同
人
（
平
田
）
方
へ
押
つ
㌻
み
候
も
如
何
と
岳
樺
候
故
先

　
　
便
奉
申
上
澄
通
、
正
月
十
四
日
同
人
へ
申
入
候
。
然
る
所
玉

　
　
だ
す
き
六
七
の
両
巻
世
話
方
仕
御
願
申
上
呉
候
様
申
出
に
付
、

　
　
素
よ
り
覚
悟
の
義
に
候
故
、
貴
家
様
御
召
知
之
旨
に
て
私
心

　
　
中
に
承
知
仕
遣
し
候
。
右
は
い
つ
く
迄
も
貴
家
様
御
出
金
の

　
　
体
に
て
私
世
話
混
織
候
間
、
其
心
得
に
て
御
あ
い
さ
つ
可
被

　
　
下
候
。
今
度
の
草
稿
同
人
よ
り
相
廻
し
可
申
候
。
御
｝
見
被

遣
度
候
。
（
中
略
）
尤
も
右
二
巻
に
私
よ
り
金
三
十
両
か
廿
五

両
か
位
を
出
し
候
つ
も
り
御
座
候
。
深
入
は
不
仕
心
得
に
御

座
候
。
里
心
貴
家
様
へ
御
世
話
分
に
仕
置
申
義
に
御
座
候
。

右
様
仕
置
不
申
候
て
は
先
方
蔵
書
向
を
少
し
も
見
せ
く
れ
不

申
故
候
。
大
道
の
た
め
か
つ
は
平
田
の
た
め
後
進
の
学
生
の

た
め
可
仕
馬
事
に
御
座
候
。
〈
弘
化
三
年
二
月
二
十
一
日
〉

一
篇
だ
す
き
上
木
の
義
は
私
よ
り
仕
工
事
に
候
へ
共
、
不
苦

御
儀
に
御
座
候
は
は
尊
大
家
御
名
目
に
被
成
下
度
候
。
右
様

被
成
下
候
へ
は
昨
年
御
厚
恩
に
預
り
候
か
ど
も
有
之
、
平
田

続
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の
心
意
よ
く
相
成
可
山
裾
様
相
成
心
へ
ば
書
物
類
か
り
請
見

候
に
大
に
都
合
克
御
座
候
。
蓮
も
私
が
新
規
に
世
話
め
か
し

く
候
て
も
さ
ほ
ど
心
に
し
み
唇
面
浮
心
に
奉
存
慮
。
い
つ
く

迄
も
内
実
は
私
世
話
に
も
あ
れ
私
出
金
の
わ
け
は
あ
ら
は
し

　
　
候
義
都
合
よ
ろ
し
か
ら
ず
候
。
そ
の
上
平
田
も
右
彫
刻
の
上

　
　
に
て
御
予
感
に
て
も
相
願
候
心
組
も
御
座
候
よ
し
に
御
座
候

　
　
へ
ば
傍
以
私
に
仕
置
馬
事
営
巣
奉
存
候
。
乍
併
御
出
つ
か
へ

　
　
等
の
御
義
被
落
蓋
御
事
に
候
は
ば
如
何
様
と
も
可
居
候
へ
共

　
　
御
名
目
の
所
御
許
容
真
下
候
は
ば
重
々
声
道
の
た
め
難
有
奉

　
　
存
候
。
〈
弘
化
三
年
三
月
九
日
〉

こ
の
よ
う
に
、
重
胤
の
『
玉
樫
』
六
・
七
巻
出
版
助
成
は
、
『
古
今

妖
魅
考
』
刊
行
の
際
に
生
じ
た
損
失
を
桂
氏
に
「
返
金
」
す
る
と
い

う
意
味
合
い
と
と
も
に
、
自
分
が
直
接
出
資
す
る
よ
り
も
桂
氏
が
出

し
た
と
言
っ
た
方
が
鎮
胤
の
態
度
が
軟
化
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待

も
込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
重
胤
は
『
古
今
妖
魅
考
』
刊
行
過
程
で

の
努
力
か
ら
得
る
こ
と
の
で
き
た
草
稿
類
だ
け
で
は
と
う
て
い
満
足

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
一
妖
之
考
料
の
義
平
田
へ
御
受
取
被
曝
旗
手
被
仰
遣
異
様
恭

　
　
存
候
。
右
様
に
私
よ
り
打
明
け
て
申
候
わ
け
は
妖
之
考
悉
皆

　
　
私
に
世
話
を
や
か
せ
平
田
は
板
木
を
す
り
製
本
を
仕
候
だ
け

の
事
に
御
座
候
て
あ
ま
り
俗
に
申
さ
ば
馬
鹿
々
暑
し
き
事
に

御
座
候
。
そ
の
馬
脚
金
子
の
さ
し
引
も
十
金
余
り
も
か
し
に

相
三
盛
上
、
諸
方
へ
出
し
略
本
価
高
く
候
て
う
れ
方
不
宜
、
．

右
の
懸
り
に
て
私
手
元
の
損
亡
も
多
く
、
か
つ
は
蔵
書
と
い

へ
ど
も
中
々
見
せ
く
れ
不
申
、
寄
島
は
平
田
一
人
を
肥
し
候

わ
け
に
相
成
候
故
、
あ
ま
り
の
事
に
被
存
候
て
私
よ
り
御
返

金
田
上
江
様
に
申
入
候
事
に
御
座
候
。
旧
年
よ
り
御
約
束
申

上
置
候
姓
氏
録
書
入
の
本
も
］
向
見
せ
く
れ
不
申
、
室
外
和

名
抄
な
ほ
外
に
も
故
翁
校
訂
の
書
も
少
し
も
か
し
不
申
労
以

難
渋
仕
候
に
付
、
玉
だ
す
き
世
話
仕
り
表
向
は
尊
家
の
御
事

　
　
に
い
た
し
置
候
て
少
々
其
功
を
聖
書
に
て
も
か
り
隠
見
志
度

　
　
つ
も
り
に
御
座
候
。
た
ゾ
道
の
た
め
と
は
申
な
が
ら
其
辛
抱

　
　
不
大
方
さ
て
も
く
澆
季
に
お
よ
べ
り
と
い
た
し
方
の
無
之

　
　
も
の
と
嘆
息
仕
候
。
〈
弘
化
三
年
四
月
↓
日
〉

先
に
も
述
べ
た
が
、
こ
の
時
期
の
重
胤
は
篤
胤
没
後
、
師
の
学
問
に

傾
倒
し
、
今
後
そ
れ
を
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
気
概

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。
一
方
、
気
吹
舎
と
し
て
は
篤
胤
の
著
述
差

し
止
め
の
轡
が
い
ま
だ
晴
れ
ず
、
出
版
資
金
に
も
窮
し
て
い
る
状
況

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
両
者
の
状
況
に
お
い
て
『
古
今
妖
愚
考
』

は
、
桂
氏
を
間
に
挟
み
重
胤
と
気
吹
田
と
の
蔵
書
を
め
ぐ
る
駆
け
引

餅1
3
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き
の
中
で
上
梓
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
過
程
で
桂
氏
に
負

わ
せ
て
し
ま
っ
た
損
失
を
、
重
胤
は
『
玉
樫
』
上
木
へ
の
出
資
（
名

目
上
は
桂
氏
の
出
資
）
と
い
う
更
な
る
駆
け
引
き
の
中
で
返
そ
う
と

し
た
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　
平
田
千
重
没
後
、
政
治
的
・
経
済
的
に
い
わ
ば
窮
地
に
あ
っ
た
気

吹
挙
の
『
古
今
粗
卑
考
』
出
版
は
、
鈴
木
重
胤
の
知
的
情
熱
に
裏
付

け
ら
れ
た
努
力
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
え
る
。
篤
胤
没
後
、

幕
末
の
気
吹
舎
出
版
全
体
を
か
ん
が
み
た
場
合
、
た
と
え
ば
大
坂
座

摩
社
佐
久
良
東
雄
が
篤
胤
の
思
想
を
支
持
し
広
く
発
信
す
べ
き
と
し

て
勝
手
に
お
こ
な
っ
た
『
出
定
笑
語
』
の
出
版
や
、
伊
那
門
人
達
の

結
束
に
よ
る
『
古
史
伝
』
上
木
（
と
い
っ
た
よ
う
な
、
国
学
運
動
的

要
素
を
も
つ
出
版
と
は
こ
の
場
合
異
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、

『
古
今
妖
魅
考
』
を
出
版
す
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
世
の
中
へ
の
あ
る

種
の
主
張
で
あ
る
と
い
っ
た
直
接
的
な
意
図
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、

篤
胤
の
著
述
を
世
に
広
め
る
べ
き
だ
と
い
う
啓
蒙
的
義
務
感
は
重
胤

の
中
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
重
要
な
の
は
、
重
胤
が
「
手
元
の
損
亡
も
多
く
」
「
馬
鹿
上

々
し
」
い
ほ
ど
に
世
話
を
さ
せ
ら
れ
た
と
い
い
つ
つ
も
『
妖
華
中
』

の
出
版
の
助
成
を
し
た
の
は
、
と
に
も
か
く
に
も
篤
胤
の
草
稿
を
見

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
重
胤
は
篤
胤
の
学
問

・
思
想
の
｝
体
ど
こ
に
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
傾
倒
し
惹
か
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
現
代
的
な
視
点

か
ら
否
定
的
に
評
価
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
篤
胤
の
思
想
で
あ
る
が
、

重
胤
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
知
識
人
を
こ
の
よ
う
に
強
く
惹
き
つ

け
た
の
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
篤
胤
没
後
、
特
に
幕
末
と
い

う
時
代
的
背
景
の
中
で
、
知
識
人
た
ち
が
篤
胤
の
思
想
を
評
価
し
た

理
由
を
探
る
こ
と
は
、
社
会
史
的
観
点
か
ら
読
書
を
媒
介
と
し
た
知

の
様
相
を
知
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【
注
】

ω
「
平
田
塾
刊
本
目
録
」
（
展
示
図
録
『
明
治
維
新
と
平
田
国
学
』

　
七
三
頁
／
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
　
人
間
文
化
研
究
機
構
　
国

　
立
歴
史
民
俗
博
物
館
／
二
〇
〇
四
・
九
）
参
照
。

ω
以
下
よ
り
「
政
治
的
圧
力
を
ど
う
か
わ
し
た
か
」
と
い
う
問
題

　
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
国
学
者
平
田
篤
胤
の
著
書
と
そ
の
広
が

　
り
」
（
第
二
十
八
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
『
教
養
と

　
し
て
の
古
典
i
過
去
・
現
在
・
未
来
一
』
／
人
間
文
化
研
究

傷
！
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機
構
　
国
文
学
研
究
資
料
館
／
二
〇
〇
五
・
三
）
七
九
頁
～
八
二

　
頁
の
内
容
と
一
部
重
複
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
問
題
設
定
を

　
前
稿
か
ら
さ
ら
な
る
史
料
を
も
っ
て
裏
付
け
し
た
。

㈲
「
大
堅
君
御
一
代
略
記
」
（
『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
第
六
巻
／

　
名
著
出
版
／
一
九
七
七
・
一
一
）
よ
り

ω
渡
辺
金
造
「
篤
胤
の
著
作
と
出
版
」
（
『
平
田
皇
胤
研
究
』
／
六

　
甲
書
房
／
「
九
四
四
・
｝
二
）
等
を
参
照
。

⑤
本
書
（
田
村
順
三
郎
編
『
桂
家
に
宛
て
た
る
鈴
木
重
胤
書
信
』

　
／
私
家
版
／
一
九
七
四
・
七
）
は
鈴
木
重
工
の
書
簡
集
で
あ
る
が
、

　
そ
れ
ぞ
れ
の
書
簡
に
つ
い
て
年
代
確
定
が
さ
れ
て
お
ら
ず
こ
れ
ま

　
で
史
料
と
し
て
使
用
し
に
く
い
側
面
が
あ
っ
た
。
本
稿
を
成
す
に

　
あ
た
り
使
用
し
た
書
簡
の
年
代
確
定
は
宮
地
正
人
先
生
に
ご
教
示

　
頂
い
た
。

⑥
谷
省
吾
「
鈴
木
重
宝
の
古
典
研
究
」
（
『
鈴
木
重
訂
の
研
究
』
／

　
神
道
史
学
会
／
一
九
六
八
・
六
）
参
照

①
伊
東
多
三
郎
「
越
後
の
国
学
」
（
「
越
佐
研
究
1
」
／
一
九
五
二

　
・
五
）

⑧
そ
の
五
七
・
一
一
八
～
一
二
一
頁
（
田
村
順
三
郎
編
『
桂
家
に

　
宛
て
た
る
鈴
木
重
言
書
信
』
／
私
家
版
／
一
九
七
四
・
七
※
以
下
、

　
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
と
略
記
）
以
下
、
引
用
文
中
に
付
し
た
句
読

　
点
、
（
）
内
の
注
、
、
棒
線
等
は
全
て
著
者
に
よ
る
。

㊥
そ
の
五
八
・
一
二
二
～
＝
一
四
頁
（
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
V

ゆ
そ
の
七
一
・
一
四
二
～
一
四
四
頁
（
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
）

以
　
そ
の
七
一
・
一
四
二
～
一
四
四
頁
（
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
）

廻
㎎
谷
省
吾
「
自
然
と
カ
ム
ナ
ガ
ラ
」
（
『
鈴
木
重
要
の
研
究
』
／
神

　
道
史
学
会
／
↓
九
六
八
・
六
）
一
四
九
頁
よ
り

間
そ
の
七
一
・
一
四
二
～
一
四
四
頁
（
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
）

似
　
そ
の
一
四
∴
二
四
～
三
六
頁
（
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
）

狙1
5ｻ
の
二
二
・
四
六
～
四
九
頁
（
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
）

側
小
泉
ぬ
し
－
越
後
蒲
原
郡
、
小
泉
氏
計
（
・
い
ず
み
ゆ
き
か

　
ず
）
。
重
着
は
か
ね
て
よ
り
校
合
な
ど
を
任
せ
て
い
た
。

恥
そ
の
二
三
・
四
九
～
五
〇
頁
（
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
）

繊
、
　
そ
の
三
二
・
六
一
～
六
九
頁
（
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
）

ぬ
佃
そ
の
五
三
．
一
一
三
～
一
一
五
頁
（
『
鈴
木
課
業
書
信
』
）

鋤
そ
の
六
〇
・
一
二
五
～
一
二
八
頁
（
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
）

㎝
た
だ
し
、
・
れ
は
あ
く
ま
で
も
重
胤
に
と
・
て
厳
し
い
と
感
じ

　
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
気
吹
前
側
と
し
て
は
篤
胤
の
草
稿
を

　
個
人
に
貸
し
出
す
こ
と
は
、
か
な
り
特
別
な
対
応
で
あ
っ
た
と
思

　
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
史
料
を
み
る
中
で

　
注
意
し
て
い
き
た
い
。

吻
そ
の
四
・
二
〇
～
二
四
頁
（
『
鈴
木
重
富
書
信
』
）

叙
　
そ
の
一
四
・
三
四
～
三
六
頁
（
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
）

池
伽
拙
稿
「
国
学
者
平
田
篤
胤
の
著
書
と
そ
の
広
が
り
」
（
前
掲
）

　
八
二
頁
に
版
本
袋
の
図
版
を
掲
載
。

レ
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鋤
同
書
四
七
頁
、
注
（
2
8
）
。
な
お
こ
の
注
に
は
「
『
古
今
妖
即

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
考
』
は
全
七
巻
と
し
て
存
す
る
が
、
二
巻
ま
で
を
こ
の
と
き
刊
行

　
し
た
の
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
「
三
巻
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
現

　
存
す
る
板
本
は
管
見
の
限
り
で
は
三
巻
本
の
み
で
あ
り
、
二
巻
だ

　
け
が
先
に
刊
行
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

鋤
そ
の
四
五
・
一
〇
一
～
一
〇
二
頁
（
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
）

叙
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
（
冊
子
一
－
二
一
）
。

期2
8ｻ
の
七
五
・
一
五
二
～
一
五
六
頁
（
『
鈴
木
王
胤
書
信
』
）

側
露
哲
郎
響
・
三
河
地
方
知
識
人
史
料
・
（
平
成
三
年
三

　
月
　
岩
田
書
院
）
の
「
（
弘
化
二
年
力
）
正
月
］
五
日
付
　
鎮
胤

　
か
ら
羽
田
野
君
宛
書
簡
」
に
、
「
一
書
魅
考
御
入
銀
残
り
爪
外
共

　
御
取
揃
、
金
五
円
御
廻
し
半
端
慣
髄
二
落
手
仕
候
、
大
二
御
厄
介

　
之
御
事
、
追
々
多
分
二
相
弘
り
御
蔭
故
と
千
万
辱
大
慶
仕
候
。
」

　
と
あ
る
。

鋤
弘
化
元
年
十
月
十
二
日
付
書
簡
（
そ
の
五
六
・
一
二
二
～
一
二

（　
四
頁
、
『
鈴
木
重
扇
書
信
』
）
に
「
上
木
仕
度
就
之
十
二
三
匁
位

　
に
て
致
出
来
候
」
と
あ
る
。
な
お
弘
化
元
年
十
月
一
日
付
書
簡

　
（
そ
の
五
七
・
一
一
八
～
二
＝
頁
、
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
）
に

　
は
「
板
木
代
壱
丁
十
三
両
之
上
り
に
て
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

　
「
十
三
匁
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
な
お
丁
数
に
つ
い
て
は
、
早
稲

　
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
ロ
7
　
3
2
2
3
　
1
～
3
）
に
よ
っ
た
。

　
本
書
は
文
久
二
年
の
春
江
戸
に
て
気
吹
舎
門
人
に
頼
ん
で
求
め
た

　
由
が
奥
書
に
あ
る
。
文
久
二
年
九
月
に
入
門
し
た
早
早
喬
の
旧
蔵

　
書
。

鋤
そ
の
一
四
・
三
四
～
三
六
頁
（
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
）

以
　
そ
の
二
六
・
五
五
～
五
七
頁
（
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
）

鶏3
3ｻ
の
三
七
・
八
六
～
八
七
頁
（
『
鈴
木
王
胤
書
信
』
）

似
　
そ
の
四
〇
・
九
一
～
九
三
頁
（
『
鈴
木
重
三
書
信
』
）

鶏3
5ｻ
の
七
二
・
一
四
四
～
一
四
六
頁
（
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
）

似
　
そ
の
六
三
二
三
二
～
＝
二
四
頁
（
『
鈴
木
重
工
書
信
』
）

鶏3
7ｻ
の
九
・
二
七
～
二
九
頁
（
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
）

叙
　
そ
の
一
七
・
三
八
～
四
｝
頁
（
『
鈴
木
七
二
書
信
』
）

鶏3
9ｻ
の
二
七
・
五
七
～
五
八
頁
（
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
）

似
　
そ
の
三
二
・
六
一
～
六
九
頁
（
『
鈴
木
重
胤
書
信
』
）

廻
側
『
出
定
笑
語
』
の
海
賊
版
出
版
に
つ
い
て
は
、
田
中
敬
「
開
版
者

　
と
し
て
の
佐
久
良
東
雄
」
（
『
田
中
敬
著
作
集
』
6
／
早
川
図
書

　
／
一
九
八
一
・
五
）
参
照
。
ま
た
『
古
史
伝
』
の
出
版
に
つ
い
て

　
は
、
宮
地
正
人
「
下
伊
那
の
国
学
」
（
『
飯
田
市
歴
史
研
究
早
年

　
報
』
第
三
号
／
飯
田
市
教
育
委
員
会
／
二
〇
〇
五
・
八
）
参
照
。
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